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Identifying Factors Related to Self-learning Motivation for Mid-level Nurses 




かにすることを目的とした。公立急性期病院 1 施設の経験年数 5 年以上 25 年未満の役職者以外の看護




の方向で有意であった（ p ＜ 0.05）。その他の変数で有意差はなかった。自律的な学習意欲の下位尺度
〔認められたい気持ち〕〔充実感と挑戦〕で環境要因「職場で役割の負担がある」が負の方向で有意であっ
た（ p ＜ 0.01）。中堅看護師の役割負担が自ら学ぶ意欲に関連すると示唆された。
キーワード：自ら学ぶ意欲、中堅看護師、急性期病院
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誌を用い、検索期間は 2010 － 2016 年とした（検













ことなどがあげられた（関 , 2014; 森山 , 2014; 































た（本谷 , 成川 , 2010）。職場環境は、業務の過
密化・単調化による刺激の低下を感じているこ

















ているものの（新井 , 野崎 , 田中 , 徳本 , 2016; 







































45 歳であること（朝倉 , 籠 , 2013）、病院独自
のクリニカルラダーで中堅レベルに相当するこ
と（盛上 , 長谷川 , 2014; 下川 , 片山 , 2015）、
ベナーの臨床看護実践の 5 段階の技能習得レベ
ルで中堅レベルに達していることとするものが
あった（梶谷 , 内田 , 津本 , 2012 ; 撫養 , 勝山 , 





ら 45 歳をさすとしている（Schein, 1990）。こ
れらの先行研究より本研究では、中堅看護師を
キャリア中期である 25 歳から 45 歳という年齢

























尺度の第 1 因子【看護の学習が楽しい】は 9 項
目、第 2 因子【認められたい気持ち】は 4 項目、
第 3 因子【充実感と挑戦】は 5 項目、第 4 因子
【自ら学ぶ行動】は 4 項目の 4 因子 22 項目から
構成される。尺度の各項目の回答は「全くあて
はまらない」から「非常にあてはまる」の 6 件
法であり、総得点の範囲は 22 点から 132 点で、
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う依頼した。なお、調査は 2017 年 6 月 1 日か












































　201 名の対象者のうち 96 名（回収率 47.8％）
から回答が得られ、そのうち有効回答率は
96.9％であった。対象者は 35 歳から 39 歳が
32.3％を占め、次いで 40 歳から 44 歳が全体の





























度数 ％ 平均±標準偏差 度数 ％ 平均±標準偏差
看護師の⾃ら学ぶ意欲の総得点 84.13±15.07 4.3±1.2
第１因子 【看護の学習が楽しい】 37.66±6.94 全くあてはまらない 2 2.1
第２因子 【認められたい気持ち】 16.21±3.27 あてはまらない 6 6.3
第３因子 【充実感と挑戦】 17.76±3.63 あまりあてはまらない 11 11.5
第４因子 【⾃ら学ぶ⾏動】 12.49±4.08 少しあてはまる 33 34.4
25〜29歳 13 13.5 あてはまる 29 30.2
30〜34歳 23 24.0 非常にあてはまる 15 15.6
35〜39歳 31 32.3 3.9±1.1
40〜44歳 29 30.2 全くあてはまらない 2 2.1
臨床経験年数 あてはまらない 9 9.4
5〜9年 25 26.0 あまりあてはまらない 18 18.8
10〜14年 37 38.5 少しあてはまる 36 37.5
15〜19年 26 27.1 あてはまる 27 28.1
20〜24年 8 8.3 非常にあてはまる 4 4.2
4.1±1.2
あり 36 37.5 全くあてはまらない 3 3.1
なし 60 62.5 あてはまらない 5 5.2
あまりあてはまらない 19 19.8
あり 31 32.3 少しあてはまる 35 36.5
なし 61 63.5 あてはまる 22 22.9
非常にあてはまる 12 12.5
未婚 27 28.1 4.1±1.2
既婚 69 71.9 全くあてはまらない 1 1.0
あてはまらない 8 8.3
している 57 59.4 あまりあてはまらない 18 18.8
していない 35 36.5 少しあてはまる 31 32.3
あてはまる 28 29.2
あり 4 4.2 非常にあてはまる 10 10.4
なし 92 95.8 4.1±1.2
2.2±1.3 全くあてはまらない 3 3.1
全く重要ではない 36 37.5 あてはまらない 6 6.3
重要でない 21 21.9 あまりあてはまらない 17 17.7
あまり重要でない 21 21.9 少しあてはまる 32 33.3
少し重要である 11 11.5 あてはまる 29 30.2
重要である 2 2.1 非常にあてはまる 8 8.3
非常に重要である 2 2.1 4.4±1.0
3.7±1.2 全くあてはまらない 1 1.0
全く重要ではない 7 7.3 あてはまらない 2 2.1
重要でない 9 9.4 あまりあてはまらない 12 12.5
あまり重要でない 14 14.6 少しあてはまる 36 37.5
少し重要である 43 44.8 あてはまる 34 35.4
重要である 18 18.8 非常にあてはまる 11 11.5
非常に重要である 4 4.2 4.7±1.0
4.8±0.8 全くあてはまらない 2 2.1
全く重要ではない 0 0.0 あてはまらない 2 2.1
重要でない 1 1.0 あまりあてはまらない 4 4.2
あまり重要でない 3 3.1 少しあてはまる 26 27.1
少し重要である 30 31.3 あてはまる 44 45.8
重要である 44 45.8 非常にあてはまる 17 17.7
非常に重要である 16 16.7 3.8±1.3
4.0±1.1 全くあてはまらない 7 7.3
全く重要ではない 2 2.1 あてはまらない 6 6.3
重要でない 4 4.2 あまりあてはまらない 28 29.2
あまり重要でない 20 20.8 少しあてはまる 24 25.0
少し重要である 40 41.7 あてはまる 21 21.9
重要である 20 20.8 非常にあてはまる 9 9.4
非常に重要である 9 9.4 2.9±1.2
4.1±1.0 全くあてはまらない 13 13.5
全く重要ではない 2 2.1 あてはまらない 21 21.9
重要でない 4 4.2 あまりあてはまらない 23 24.0
あまり重要でない 17 17.7 少しあてはまる 21 21.9
少し重要である 41 42.7 あてはまる 6 6.3
重要である 26 27.1 非常にあてはまる 0 0.0
非常に重要である 5 5.2 3.2±1.3
4.5±0.9 全くあてはまらない 9 9.4
全く重要ではない 2 2.1 あてはまらない 19 19.8
重要でない 1 1.0 あまりあてはまらない 20 20.8
あまり重要でない 5 5.2 少しあてはまる 23 24.0
少し重要である 36 37.5 あてはまる 15 15.6
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【看護の学習が楽しい】は、37.66 ± 6.94 点、第
2 因子【認められたい気持ち】は、16.21 ± 3.27
点、第 3 因子【充実感と挑戦】は、17.76 ± 3.63
点、第 4 因子【自ら学ぶ行動】は、12.49 ± 4.08
点であった。
2．中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因










































　本研究に協力した対象者は 35 歳から 44 歳
が全体の 6 割を占めていた。看護協会が行った
2016 年看護職員実態調査では、看護職員の平均
年齢は 37.7 歳である（日本看護協会 , 2017）。
また、本研究の実施施設は、300 床を有する公
























していることが指摘されている（撫養ら , 2009； 














































経験年数（５〜９年） ダミー .122 .081 .100 .384 -.136
経験年数（10〜14年） ダミー -.039 -.097 .023 .321 -.277
経験年数（15〜19年） ダミー .002 .059 .085 .226 -.373
経験年数（20〜24年） ダミー　(★）
異動の経験（あり） ダミー .143 .206 .096 .128 -.044
異動の経験（なし） ダミー（★）
中途採用経験（あり） ダミー -.039 -.148 -.146 .044 .211
中途採用経験（なし） ダミー（★）
既婚＆子育て（していない） ダミー .028 .047 .124 -.077 -.026
既婚＆子育て（している） ダミー .054 .138 .028 .019 -.086
未婚 ダミー（★）
介護家族（あり）  ダミー .005 .041 -.053 .022 -.036
介護家族（なし）  ダミー（★）
管理的志向 .045 .044 .139 -.085 .045
専門的・職能的志向 .204 .240 -.052 .180 .190
安定性志向 -.046 .036 .106 -.007 -.311 *
⾃律性志向 -.031 -.036 -.038 -.021 .003
創造性志向 .220 .330 * .124 -.098 .189
他者への奉仕志向 .290 .190 .271 .378 * .175
仕事をこなすのに精一杯である .249 .162 .243 .310 .151
職場で役割の負担がある -.367 * -.209 -.415 ** -.436 * -.247
上司の⽀援に満⾜している -.139 -.174 .075 -.047 -.231
同僚や先輩からの⽀援に満⾜している -.107 -.054 -.043 -.118 -.153
新たな視点を与えてくれる上司がいる .114 .165 -.157 .080 .196
仕事に対して家族の理解がある .152 .050 .093 .103 .291 *
ラダー教育の学びやすさ -.006 -.085 -.067 .082 .121
ラダー教育以外の院内研修の学びやすさ .111 .059 .264 .015 .069
調整済み R2 乗 .296 .311 .327 .078 .243
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